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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年7月10日(2014.7.10)

【公開番号】特開2012-242740(P2012-242740A)
【公開日】平成24年12月10日(2012.12.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-052
【出願番号】特願2011-114803(P2011-114803)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  25/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  25/00    　　　Ａ
   Ｇ０３Ｂ  13/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月21日(2014.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
撮影レンズにより所定面に形成された物体像を観察するファインダー光学系において、前
記ファインダー光学系は、物体側から観察側へ順に、正の屈折力のコンデンサーレンズ、
前記物体像を正立像とするための像反転部材、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の
第２レンズ群、正または負の屈折力の第３レンズ群により構成され、前記コンデンサーレ
ンズと前記第１レンズ群の主点間隔をＨ１、前記所定面から前記第３レンズ群の観察側の
面までの光軸に沿った空気換算光路長をｄとするとき、
０．５０＜Ｈ１／ｄ＜０．７３
なる条件式を満足することを特徴とするファインダー光学系。
【請求項２】
前記コンデンサーレンズ、前記第１レンズ群、前記第２レンズ群の焦点距離を各々ｆｃ、
ｆ１、ｆ２、ファインダー視度が－１ディオプターのときの前記ファインダー光学系の焦
点距離をｆとするとき、
０．８０＜｜ｆｃ×ｆ１｜／Ｈ１２＜２．０
０．４８＜ｆ２／ｆ＜０．６５
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１のファインダー光学系。
【請求項３】
前記像反転部材はプリズムであり、該プリズムの材料の屈折率をｎｄとするとき、
１．６＜ｎｄ
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２のファインダー光学系。
【請求項４】
前記第１レンズ群の物体側と観察側の面の曲率半径を各々Ｒ１ｓ、Ｒ１ｅ、前記第２レン
ズ群の物体側と観察側の面の曲率半径を各々Ｒ２ｓ、Ｒ２ｅとするとき、
－０．７１＜（Ｒ１ｓ＋Ｒ１ｅ）／（Ｒ１ｓ－Ｒ１ｅ）＜０．７１
－０．７１＜（Ｒ２ｓ＋Ｒ２ｅ）／（Ｒ２ｓ－Ｒ２ｅ）＜０．７１
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項のファインダー光
学系。
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【請求項５】
前記第３レンズ群は、少なくとも１枚の正レンズと少なくとも１枚の負レンズを有するこ
とを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項のファインダー光学系。
【請求項６】
請求項１乃至５のいずれか１項のファインダー光学系と、該ファインダー光学系で表示さ
れる物体像に相当する像を受光する撮像手段と、を有することを特徴とする撮像装置。 
【請求項７】
請求項１乃至５のいずれか１項のファインダー光学系と、該ファインダー光学系で表示さ
れる物体像に相当する像を形成する撮影レンズと、該像を受光する撮像手段とを有するこ
とを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明のファインダー光学系は、撮影レンズにより所定面に形成された物体像を観察す
るファインダー光学系において、前記ファインダー光学系は、物体側から観察側へ順に、
正の屈折力のコンデンサーレンズ、前記物体像を正立像とするための像反転部材、負の屈
折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、正または負の屈折力の第３レンズ群に
より構成され、前記コンデンサーレンズと前記第１レンズ群の主点間隔をＨ１、前記所定
面から前記第３レンズ群の観察側の面までの光軸に沿った空気換算光路長をｄとするとき
、
０．５０＜Ｈ１／ｄ＜０．７３
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　以下に、本発明の好ましい実施の形態を、添付の図面に基づいて詳細に説明する。本発
明のファインダー光学系は、撮影レンズ（対物レンズ）により所定面、例えば焦点板に形
成された物体像（ファインダー像）を接眼レンズを介して観察する。ファインダー光学系
は、所定面側から観察側へ順に、正の屈折力のコンデンサーレンズ、ペンタプリズム等の
正立像形成用の像反転部材、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、正
または負の屈折力の第３レンズ群により構成されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　各実施例において更に好ましくは次の諸条件のうち１以上を満足するのが良い。コンデ
ンサーレンズ４、第１レンズ群Ｌ１、第２レンズ群Ｌ２の焦点距離を各々ｆｃ，ｆ１，ｆ
２とする。ファインダー視度が－１ｄｐｔ（ディオプトリー）のときのファインダー光学
系の焦点距離をｆとする。像反転部材５はプリズムであり、プリズムの材料の屈折率をｎ
ｄとする。第１レンズ群Ｌ１の物体側と観察側の面の曲率半径を各々Ｒ１ｓ、Ｒ１ｅとす
る。第２レンズ群Ｌ２の物体側と観察側の面の曲率半径を各々Ｒ２ｓ、Ｒ２ｅとする。こ
のとき、以下の条件式のうち１以上を満足するのが良い。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　０．８０＜｜ｆｃ×ｆ１｜／Ｈ１２＜２．０　・・・（２）
　０．４８＜ｆ２／ｆ＜０．６５　　　　　　　・・・（３）
　１．６＜ｎｄ　　　　　　　　　　　　　　　・・・（４）
　－０．７１＜（Ｒ１ｓ＋Ｒ１ｅ）／（Ｒ１ｓ－Ｒ１ｅ）＜０．７１　・・・（５）
　－０．７１＜（Ｒ２ｓ＋Ｒ２ｅ）／（Ｒ２ｓ－Ｒ２ｅ）＜０．７１　・・・（６）
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　ｒ４、ｒ５はペンタダハプリズム５の入射面と出射面に相当している。ｒ６乃至ｒ１３
は接眼レンズ６に相当している。ｒ１４はアイポイントに相当している。なお、各数値実
施例において＊印は非球面を表している。非球面形状は光軸方向にＸ軸、光軸と垂直方向
にＹ軸、光の進行方向を正としＲを近軸曲率半径、Ｋを円錐定数とする。又ｃ２、ｃ４、
ｃ６、ｃ８、ｃ１０を非球面係数とする。このとき、
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